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地質調査所月報　（第3巻第7号）1

一応考えられるよ5であるので探鉱上注目してよいと思

5。適応性の問題については斯種の他め鉱床調査の結果

と一括φにして考察する予定であるので，ここではこれ

だけに止める。　　　　　　　　（昭和26年3月調査）
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北海道石狩地区重力探鉱調査報告

　　　　　　松　　　　田　　　武　　　雄甚

　　　　　　　　　　　R6sum6

　　Gravi七y　Surv“y　at　Ishikari　I》ist『iet，

　　　　　　　　　　Hokkaido

　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　T．Matsuda

　　Tq　pres興me㌻he　geological　structure　at

　the　Sapporo－Tomakomai　Depre忌sion　and　its

　vicinity，the　gravity　survey　was　performed

　with　a　North．American　gravi卑eter，AGI－

　108乙

　、From　the　isogal　map　which　we　obtained，

the　results　of　the　survey　are　summarized

as　follows：

　　L　About40km　NN：E，and10κm　SW　of

　SapPoro　City，　there　are　gravity　highs，

whichmay、bemai尊lyaffectedfr・mv・1－

ca耳icrocks．

　　2．In　a　swampy　area　of　Ishikari　Plain，

the　gravitational　gradient　is　very　small　in

comparison　with　that　of　its・vicinity．

　　3．　In　NopPoro，Iwamizawa　and　Umaoi
　　　　ずanticlfnal　zones，　there　are　gr皐vity　highs

＼
r
e
s
p ectively．They　may　be　corresponded

to　anticlines　which　were　concluded　from

the　geological　data．

　4．　↑he　gravitational　gradient　of　the　east

side　of　the　Abira　River，is　generally　larger

than　tLat　of　th6west　side．、

　　　　　　　　要　　　旨

　本調査は地質調査所の研究調査の一部として実施し

菅物理探鉱部　．
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たもので，いわゆる札幌一苫小牧低地帯およぴその周辺

地区を調査した。、

　得られた重力分布の賦況は今迄に行われた地表調査そ

の他の結果とよく」致していることが認められた。なお

細部の問題は今後の精査により研究を進める必要が昂

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　〆
　　　　　　　　1．緒　　　　言

　本調査は昭和26年10月10目から同ig日に至る

10日聞に亘つて実施した。調査員は筆者の外に川島威，
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　　　　　　　／
北海濫石狩地区軍力探鉱調査報告（松由武雄），

小川健三の爾技官である・なお本報告には昭和26年に

本所杉山蝶曹らが・帝国石油株式会祉からの申請にもと

ずく受託調査として行つた，石狩卒野重力探鉱調査の結

4304σ

43e20

4、仁oo

果の一部を，同吐の了解のもと犀借用して包含した。ま

た鍮邊その地の面で帝国石油株式会肚北海道鉱業i所かう・

種々協力を与えられた。とζにこれらの各位に厚く謝意

　　　　　　》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ
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地質調査所月報（第3巻第7号）

を表する吹第である。．　　　　　　　　　　　　　　　　　較測定を行つた。測点は主として水準点・三角点・独立

　　　　　　2．位置および交通　　　　　　　　　　標高点等地形図から高度を求めることのできる点に選

本地域は背嶺山脈の西に当り，主として』、めゆる札幌　、び，高度は水準点および三角点については0・1m・その

一苫小牧低地幣およびその周辺の地区で北車・北西・南　　他の点についてけ1。0無 の精度で求めた。

東および南西の端をそれぞれ滝川市，厚田郡厚田村厚　　（3）測定結果
田・勇沸郡鵡川村鵡川・白老郡白老とするほぼ矩形の地　　　測点数は108点で1’各測点宅の測定には札幌市琴似

区で，その面積は約3ゴ000km2である。　　　　　　　　町地質調査所北海道麦所琴似分室における測定値55・1

鉄道の主なものは醜館本線・室蘭本線・札沼線・千歳　　mga1を基準とした。第■図には測点の位覆却昏び番号，

鰭で・ζれら咄に本地域の炭鉱騰曄する辮が各賄で嘲測値から撒のD「ift一鉱び天体による
多数分岐している。　　　　　　　　　　　　　　　　　影響を除去した測定値に高度・緯度・地形の各補正を加

　　　　　　3．地形および地質　　　　　　　　　　えた全補正値を5mga1毎の等重力腺で示した・なお本

　調査地の北部には，石狩湾に接して第三系上部の追分　　図には前述のよ5に石狩地区重力探鉱の結果の一部が包

贋・望來暦・川端暦等からなる高度柔00mないし600　含してある・

mの山地があり，その閲に西から順に海岸・俊別・中小　　（4）　等重力線図

屋め3背斜が形成されている。その東には国鉄札沼線と　　等重力線よう次の箏項が推定される。

の聞に主として古生齢ら泌高度6・“mな・・し7・・m　琴．樺戸郡地勢根尻山恩醇田郡脚附近の広麹

の山地があり，そのほぼ中央部に第三系火山岩からなる　　に亘る高重力域ほ附近に山部露出していると考えられて

ものと考えられている地勢根尻山（1，100）がある。　　　いる火成岩，㍗および中小屋・俊別・海岸の三背斜等の影

　調査地の東部は大体kおいて小起伏にとむ200mない　　響の重復したものと考えられる・，

じ600mの解析山地で東から西に向つて白璽紀暦・古第　　　b．札幌市南西方の高重力域も同地に見られ為火成岩

三紀層・新第三紀暦がならんでいて，この聞に数個の向　　によるものと思われる。

斜および背斜が形成寄れている。国鉄幌内線以北には主　　　c，野幌駅南方附近で工05mgalの等重力線が北に突

として古第主紀の石狩統からなる高度3qOmないし600m　　出しているのは野幌背斜によるものと考えられる・

の山地があり，幌内線以南には古第葦紀の幌内統，中新　　　d．岩見沢市南東附近の高重力域は孫別背斜によるも

期の川端統，追分統等からなる高度200mないし500m　　のであろ5。
の山地が連らなり，これらの山地の西には室蘭本線をへ　　　e．測点番号30附近の高重力域は馬追背斜によるも

だてて追分統からなる，、南北に長“高度100mないし　．のであろづ。

200mの馬追山がある。　　　　　　　　　　　　　　　　f．石狩川河口附近の低重力域は今までの重力探鉱の

　調査地の西部け主として火山岩地幣で，火山体の基礎　　場合にも大な河の河口附近でしぱしぱ低重力域が見られ

をなす那分に所々に第…i紀層をみるのみである。これら　　るのと同一傾向であろ5かと思われる。、

の米山はほとんど第享系のもので，その南部は樽前山の　　　9。測点番号49、附近の低重力域については現在の資

火山次によつて広くおおわれた高度50mないし’200mの　　料だけではとれ以上の説明を加えることは困難である。

台地をなしている。・またこの西部山地の北東部には100　　h．石狩李野の各地に肇達している低湿が一般に重力

m内外の月寒台地および野幌台地がおり，これらは低地　　比差の非常ドと小さな地区に当つていることは低湿地の成

の周辺物している茜妨の山地鱒馳・・わゆる札因と鰍して今後研究す熔間題である・

幌一苫小牧低地幣鳩北部はoないし20mであるが，　　　i．勇沸郡安李駅および同郡勇携駅を結ぶほぼ南北の

所々に湿地帯があり，南部は10mないし30mの低い　　線を境として，その東西で重力比差が著しく変化してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1丘陵地となつている・　　　　　　　　　　　　　　　　　ることが認められるが，その原因については細部ρ地質

　　　　　　4．重力探鉱＼　　　　　　調査もなく，かつ広く樽前火山次暦におおわれているの
（1）　探鉱目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で今回の調査の結果のみから結論を串すこと嫉困難で

　本調査は石狩李野重力探鉱調査の周辺地区における　　ある・

・重力分布の欺況を明らかにし，石狩李原全体における油　　　　　　　　　　5。縞　　　　論

田構造の大勢を察知し，今後調査を実施する際に必要な　　　今回の調査は石狩地区の全般的重力分布の猷況を求め

資親をうるのを目的どした。　　　　　　　　　　　　　るため斥実施したものであつて，その目的をほぼ達し得

（2）探査方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものと考える。

　　ノース・アメリカン会杜製の重力計による重力の比　　　本調査の結果，P（1）当別町北方地区および札幌市南西地

　　　　　　　　　　　　　　　　　’
48一（338）
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北海道石狩地区重力探鉱調査報告（松田武雄）

区に主として火成岩の影響によるものと考えられる高重

力域が存在すること，（2）野幌背斜およぴ馬追背斜とほ

ぼ一致して高重力域が見られること，（3）石狩季野の低

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観　　測　　結

湿地帯は一般に重力比差の非常に小さな地区に当ρてい

ること等力ζ明らカ、になつ汰：。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和26年10月調査）

　果　　表（昭和26年10月北海道石狩地区重力測定）

裂騨度m廟測値i高度融緯度雫甫正1地形

1
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3
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7
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43．一

36．一

68．一

67。一

62．一

64．一

88．2
109．一

155．一

57．一

54．一

31．一

44．一

64．一

77．一
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21．一

32．一

9．4

7．一

9．一

9．一
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9．9
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13．9

14．4
19．8
24，5
34．9
12．8

12．1
7．0
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